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表紙のことば （日本の鳥シリーズ）
北海道支部
タンチョウ（北海道）

1952年、国の特別天然記念物に指定
されたタンチョウ。全長130～140
cm、翼開張220～250cｍほどで日
本産ツル類のうち最も大きい。釧路
川・雪裡川流域に留鳥として一年中
生息し、釧路湿原のシンボル的存在。

フォーラムを仙台で開催しました。
こちらも全国各地から会員の方々に
お集まりいただき、その熱意に感じ
入りました。社会貢献の観点からも、
継続的な復興支援に取り組んでいき
たいと思います。
　11月にはドイツで初となる海外セ
ミナーが開催され、総勢19名で経済
セミナーの受講、企業視察を行いま
した。同時期にドイツで開催された
富士通フォーラムにも参加しまし
た。ヨーロッパ市場で存在感を示す
富士通の姿は、日本人としても胸を
はれる立派なものだと強く感じまし
た。実り多き旅となり、今後もぜひ
多くの会員の方々に参加していただ
けるよう、引き続き様々な企画を提
案していければと考えています。
　ファミリ会の魅力は、大きく三つ
あると思います。一つは富士通の最
新の技術や情報を入手できること。
二つ目は大小様々なイベントがあ
り、会員企業の事例や工夫努力など
が共有できます。それを自社に持ち
帰れば一段上のチャレンジにもつな
がります。三つ目は豊かな人材交流。

　FUJITSUファミリ会の会長を務め
させていただき、7カ月が過ぎまし
た。これまで一会員として各種行事
に参加してきましたが、新たに会長
という責務を担い、様々な活動を経
験させていただく中で、あらためて
ファミリ会の意義の大きさを実感し
ております。　
　恒例の春季・秋季大会では全国か
らそれぞれ1,000人を超える会員・
関係者の方々が集いました。このよ
うな盛況な大会を開催できるユー
ザー会は国内でも例を見ず、ICT業
界における日本最大のユーザー団体
であるFUJITSUファミリ会の存在の
大きさを肌で感じる機会となりまし
た。また事務局の皆さん、各支部の
方々がこの会のために情熱を持っ
て、ひたむきに取り組んでいらっ
しゃる姿も印象的でした。こうした
取り組みは一夜にしてはなりませ
ん。会員の皆様の努力と長い歴史に
築かれて、いまのファミリ会がある
のでしょう。
　また 7月には東北、熊本の復興を
支援する企画として、地域活性
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内田会長を迎えて

FUJITSUファミリ会　会長
JXアイティソリューション株式会社
代表取締役社長

内田 悟  氏

2017年5月より会長に就任された内田悟氏に、これまでの活動を通して感じられた

思いと、2018年を迎えて、ファミリ会のさらなる飛躍を目指す今後の取り組みについて、

お話をうかがいました。

s a t o r u  u c h i d a
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普段接することのできない世界に触
れ、自身の体験に取り込んでいただ
けると思います。すべて個人の成長
と企業の発展に貢献する取り組みだ
と信じています。
　今後の重要な課題としましては、
現在のイベントやセミナーなどの中
身をさらに拡充させると同時に、
ファミリ会の輪をさらに大きくして
いくことです。会員数は単なる数字
ではなく、会の力のバロメーターで
もあります。本年は4,000会員の達
成を一つの目標に掲げ、共に努力を
重ね、さらなる充実を図っていきた
いと考えています。
　会員の皆様には、これまで以上に
ファミリ会の場を大いに活用してい
ただくとともに、2018年も変わらぬ
ご支援、ご協力を賜りますよう、よ
ろしくお願い致します。

　あけましておめでとうございます。会員の皆様には、
日頃より格別なるご高配をいただきまして厚く御礼申
しあげます。本年が皆様にとりまして、よい一年とな
りますことを心からお祈り申し上げます。
　さて、富士通では、デジタル革新の実現に向けて、
エコシステムを通じて価値を生み出す Digital 
Co-creation を昨年からテーマに掲げております。お
客様の新たなチャレンジにおけるチームの一員として
貢献していくために、ICT 分野にとどまらない幅広い
専門力の強化に取り組むとともに、ファミリ会の皆様
をはじめ、多くの企業や団体の皆様との連携強化を進
めております。お陰様で、この取り組みは国内外で多
くのお客様より高く評価いただき、具体的なプロジェ
クトが進展しています。2018 年はこれをさらに一歩
進め、会員の皆様とともにしっかりとその成果を実感
できる年にしてまいりたいと存じます。
　同時に、テクノロジー企業としての原点を大切にし、
AI の高度化や新たなコンピューティングテクノロジー
など、数々のブレークスルーの実現を目指し、技術力
においても皆様からの信頼に一層お応えできるよう、
努力してまいります。
　これからも、皆様との連携を一層深め、豊かな未来
の実現に向けてともに歩んでまいりたいと存じますの
で、何卒、倍旧のご指導、ご 撻をたまわりますよう、
よろしくお願い申し上げます。

2018会報Family新年ご挨拶

年頭のごあいさつ

富士通株式会社 
代表取締役社長

田中 達也  氏

― 動画配信 ―
内田会長に趣味と
座右の銘をうかが
いました。動画で視
聴できます。
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　広島県安芸高田市の日吉神楽団による八岐大蛇
のウエルカムイベントで幕を明けた2017年度の
FUJITSUファミリ会秋季大会。広島に全国から1,000
人を超える会員や関係者が集まりました。内田悟会長
は「力の源である会員数増、継続的な震災復興支援、
グローバル人材の育成、といった3 つの思いで会を盛
り上げていきたい」と挨拶。来賓の広島県湯﨑英彦知
事からの歓迎の祝辞に続き、富士通の田中達也社長か
らは、働き方改革に向けてICTを活用したどこでもワー
クの推進で貢献したい旨が伝えられました。特別講演、
記念講演、3つのセッションに続き、懇親会では和や
かな雰囲気の中、会員同士が歓談。次回の開催地・長
野での再会が呼びかけられました。

取り立てて特徴もなく、どこでもあるようなも
のではダメだというところから「獺祭」造りが
始まった。材料は、山田錦にこだわり、人材は、
杜氏から社員へと常識にとらわれず、製品は、
純米で大吟醸に集中した。上手くいかない時、
苦境に立った時、ぶれることは多いが正しいと
いう思いを貫いたのは立派だと思いました。

セッション 1 セッション 2 セッション 3

旭酒造株式会社 会長  
桜井 博志 氏

「ピンチはチャンス
～山奥の小さな蔵だから出来たこと～」

「美味しくなければ酒は価値なし」。山奥の
過疎地であるゆえの長年の課題脱却から、
一番良い状態のお酒をお客様に、販売の増
減にも柔軟に対応することを目指し「四季醸
造体制」を確立。さらに既存の市場にこだわ
らず、販路を東京、世界へと拡げていく。「獺
祭」の原料である「山田錦」の安定的な確保を
ICT活用により実現したことを紹介した。

ご参加者の声

司会
左/フリーアナウンサー
　 久保田 夏菜 氏
右/大林 孝至 氏

Zinraiを活用した最先端の研究内容をたくさ
ん紹介いただきました。特に、画像解析技術を
応用した部品の検索や、アノマリ検知によるサ
イバー攻撃予測などが印象的。AIの特徴であ
る「結果の根拠や理由を説明できない」という
問題の解決にまで取り組まれている点は、
ユーザーとして期待したいです。

富士通株式会社 執行役員 
原 裕貴

「Human Centric AI Zinraiによる
デジタル革新 ～ブームから実用化へ～」

最近の人工知能の話題や、身近な現場への
活用が進んでいる状況を交えながら、実応
用へも急速に広がる現状を報告。そうした
デジタル社会に応え、富士通では、既にヘ
ルスケア、社会インフラ、流通など多様な
分野で導入されている活用事例を多数紹介
しながら、実用化へ加速するためのソリュー
ション「Human Centric AI Zinrai」を紹介した。

ご参加者の声
アノマリ事象の検知とは何だろう？と拝聴しま
した。めったに起きないことが起きたら異常に
違いないという考えのもと、運用ログの周期
性に着目し加工・分析して、いち早く異常を検
知する。この「いつもと違う」を簡単かつ自動
的に検知できれば、システムを運用する側に
とっても大変役立つものになると思いました。

「運用ログを活用したアノマリ事象の検知と活用に関する研究」
LS 研究委員会 /2016 年度 Leading-edge-Systems 研究 / 最優秀賞受賞

「明日から使える（始められる）障害予兆検
知」の成果を得ることを目的とした研究に
ついて。アノマリ検知技術による障害予兆
検知の導入ハードルを下げるための手法の
考案を報告。「わかりやすさ」「可視性」「試
用可能性」で既存ツールよりも優れている
活用ツールとして利用方法と合わせて、整
理・体系化について紹介した。

ご参加者の声

FUJITSUファミリ会  
会長
内田 悟 氏

広島県
知事
湯﨑 英彦 氏

富士通株式会社 
代表取締役社長
田中 達也 氏

2017年10月19日（木）・20日（金）
リーガロイヤルホテル広島

株式会社大和総研
ビジネス・イノベーション
金融システム開発本部 
金融システム開発第三部 
課長代理 久保田  佳之 氏
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厳島神社で最も象徴的な大鳥居、海底に載っているだけで埋め込み
ではなく、自身の重さで自立していることや、海水に浸る傷みやすい
部分だけ取り換える「根継ぎ」が行われているのも、初めて知りまし
た。大会後実際に訪れてみて、改めて感慨深くなりました。

特　別　講　演

懇　親　会

中国地方を
代表する
日本酒での
「鏡開き」

大会旗リレー

県立広島大学人間文化学部教授
（元 宮島学センター長）
秋山 伸隆 氏

「厳島神社の歴史と魅力」

ご参加者の声
先入観、価値観、どれだけの思い込みが我々にはあるのだろうか。自
らの考えを超越することの難しさは誰もが知っている。でも変化の
チャンスはふとしたきっかけかもしれない、そんな気づきをさせてく
れる講演でした。

記　念　講　演

元 陸上競技選手
一般社団法人アスリートソサエティ
代表理事　為末 大 氏

「挑戦
 ～困難な壁やハードルへ立ち向かえ～」

FUJITSUファミリ会
副会長
西崎 宏 氏

ご参加者の声

【視察A】
世界遺産「原爆ドーム」&「宮島」めぐり

【視察B】株式会社サタケ様と
酒処西条酒蔵めぐり

【視察C】海上自衛隊第一術科学校
(旧海軍兵学校)と大和ミュージアム

【視察D】
ひろしまリバークルーズ、おりづるタワーと広電千田(せんだ)車庫

【視察E】 鞆の浦

【視察F】 株式会社島根富士通と出雲大社めぐり

【視察G】 角島・元の隅稲成神社・
　　　　世界遺産｢萩｣と憧れの宿大谷山荘(1泊2日)

【ゴルフ】 広島カンツリー倶楽部

オプション行事

乾　杯

FUJITSUファミリ会
中国支部長
渡辺 泰朗 氏

中締め

FUJITSUファミリ会
信越支部長
赤沼 正信 氏

挨　拶

※本講演録は本号P6-7に掲載 ※本講演録は本号P8-9に掲載
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